
12 名

12 枚

問1　在宅医療について

理解できた 11

なんとなく理解できた 0

あまり理解できなかった 0

理解できなかった 0

無回答 1

計 12

問2　ACPの内容

理解できた 10

なんとなく理解できた 2

あまり理解できなかった 0

理解できなかった 0

無回答 0

計 12

問3　在宅医療を支える訪問看護師の役割について

理解できた 10

なんとなく理解できた 1

あまり理解できなかった 1

理解できなかった 0

無回答 0

計 12

問4　今後勉強会でお聞きになりたい内容はございますか。

★ 自分のことを考えていても、とても勉強になりました。ありがとうございました。

★ 先生の貴重なお話を聞くことが出来ありがとうございました。

★ とても良い研修でした、今後の参考にさせて頂きます。

★ 自分にとっても終末を考える良い時間でした。

★ 先生方の顔が見えるので、安心して相談できるようになった。

★ それぞれ連絡をとりあうことの必要性を感じていることを知ったため、連携がとりやすくなりました。

問5　ご意見ご感想をお願いいたします。

★ 在宅療養されている人への体験実例を聞いてみたい。

★ 初めての参加でしたので、これからの勉強を楽しみにしています。

★ 高齢で単身住まいの方への医療などの説明。

★ 介護サービスにかかる費用などについて聞きたい。

★ 認知症の予防と対応。

質問

★ 親族以外（第3者）にも延命の決定権はありますか？

問3

参加人数

アンケート数

アンケート回収率

問1

問2

100%

日時：令和元年8月17日（土）10時～
場所：　前山コミュニティセンター
講師：　加藤　公彦　先生

令和元年度　前山学区民児協　在宅療養に関する勉強会　アンケート集計

理解できた

92%

無回答

8%

理解できた

83%

なんとなく理解できた

17%

理解できた
83%

なんとなく理解できた
9%

あまり理解できなかった
8%

100%



★ 健康寿命はどれくらいの状態までを言うのか？

★ 家族に看取ってもらうのがよいのか、安楽死を希望して海外へ渡米したほうがよいのか。

最期の容態の変化（血圧の低下、呼吸の変化、血尿など）を表にしたものを家族に理解していただき、

看取ることは支援してきた家族の介護の達成感につながると思うので作成して欲しい。
★


